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【概 要】

原子や分子を用いて新しい物質の構築を目指す研究分野において、最も普遍的かつ緊

急性の高い課題は、それらを時空間配列化するための定量的な設計図をつくることであ

る。すなわち、原子・分子の特異的配列化に基づく高次機能を発現するためには、それ

らの配列情報をもつプログラミング分子が不可欠である。配列化する原子・分子の「数・

順序・方向」の情報を自在にインプットできるプログラミング分子は、原子・分子配列に

適用できる新しい原理や技術を確立しうる。このようなシステムが極めて緻密に実現さ

れているのは、生命の世界のみである。本研究は、金属イオンの空間配列情報が精密に

プログラムされた生体分子系および完全人工系多座配位子をデザイン・合成し、金属錯

体をプログラムどおりに自己組織化させ、その配列様式に基づく特異な物性や動的機能

を探ることを目的とする。本研究において我々は、超分子科学、材料科学、分子医療学

等の学際分野を先導する革新的な物質構築原理や技術を創出する。

【期待される成果】

配列化する金属イオンの「数・順序・方向」の情報を自在にインプットできるプログ

ラミング多座配位子を構築できれば、原子分子配列のための原理や技術に関する多くの

新しい知見が得られるであろう。具体的には、金属イオンの特性を十分に生かした、機

能性集積型金属錯体（分子電線 、分子運動素子（分子ボールベアリング・歯車 、分子） ）

医療素子（人工遺伝子アルファベット、生体高分子の精密標識化）などを原子・分子レ

ベルで構築する。
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